
Jpn J Clin Oncol  (2011) 

遺伝子変異検査のgolden standardであるDirect-
sequencing法において条件検討を行いました． 
 
ホルマリン固定時間，手術した年次，腫瘍組織
の混在率もばらばらの大腸癌FFPE検体に対し，
安定的にmutationを同定するための条件につい
て検討し，報告しました． 



British Journal of Cancer (2011) 

Direct-sequence法および高感度法であるScopion-ARMS法でKRAS遺伝子変異検査を行い，
Direct-sequence法で変異が認められないがScopion-ARMS法で変異が同定された症例は，
cetuximabの治療効果が認められないことを報告しました．可能な限り感度が高い測定法が望
ましいと示唆されます． 
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